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１　評価対象施設

２　利用状況（目標と実績）

単位

ｃ 人

３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

みなと

―

99.0 85.0 90.0

令和3年度　指定管理者管理運営事業評価シート

赤穂元禄スポーツセンター、赤穂の天塩海浜スポーツセンター及びみなとひろば

赤穂市御崎1783番地1、海浜町141番地　外

指定期間

評価実施年

開始日

終了日

令和3年4月1日

令和6年3月31日

選定方法 指定期間3年のうち1年目

神姫バスグループ＆特定非営利活動法人赤
穂市スポーツ施設管理運営協会

姫路市花田町一本松1-1

公　 募　・　非公募

公の施設の名称

所在地

指定管理者
団体名

所在地

自主事業参加人数

人

％

元禄

海浜

みなと

元禄
海浜人工芝

58.6

利用者数

利用率
55.0

80.0

10.0

8,000

25.0

51,300

3,280

海浜真砂土

みなと

7,441

34.2

42,706

施設設置目的

主な実施事業

施設 R5実績R5目標R4実績R4目標R3実績R3目標

本施設を利用することで、生涯を通じてスポーツに親しみ、健康・福祉の増進を図るととも
に、地域のにぎわいづくりに貢献することを目的とする。

サッカー、フットサル、グラウンドゴルフ等

成果指標

ａ

ｂ

27.0

65.0

8,160

51,300

8,400

51,300

7,200

28.5

令和3年度決算 令和4年度予算

6,271

235 3,360 3,440

10.2 10.0 10.0

60.0

7,4007,000

区　　　　分

23,414,988

15,300,000

25,388,000

15,300,000

2,000

5,000

2,000

5,000

1,757

3,634

25,288,000

15,300,000

2,000

5,000

令和5年度予算

目視確認数 人ｄ
海浜真砂土

収入計

指定管理料

利用料収入

自主事業収入

その他

19,940,050

Ｄ/Ｂ

1,371,794 2,759,000

5,921,000

4,067,000

0

0

23.7%

44.8% 46.8%

23.4%

2,588,950

5,555,500

2,559,488

0

6,021,000

自主事業費

支出計

事業費

内、人件費 10,627,450 10,849,510

2,759,000

23,414,988 22,699,050 22,950,030

22,043,194

4,067,000

0

1,338,900 1,563,600 1,563,600

20,191,030

10,481,444

内、再委託料

補足説明

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。

利用状況表中、受講者数は自主事業開催事業で指導を伴う事業、参加者数はイベントとして
開催する事業とする。

事業収入

利用料比率

人件費率

再委託費比率

Ａ-Ｂ

Ｃ/Ａ

Ｅ/Ｂ 5.7% 6.9% 6.8%

2,437,970

23.7%

47.3%



４　事業評価

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。 Ｂ

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 Ｂ

事業評価
利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 Ｂ

維持管理

仕様書等に従い、施設の維持管理を適切に行っている。 Ｂ

Ｂ

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 Ｂ

Ｂ

総　括 「経費の収支等」に関する評価　【標準4項目/本施設4項目】 Ｂ Ｂ

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。 Ｂ Ｂ

総　括 「業務の内容・水準」に関する評価　【標準20項目/本施設20項目】 Ｂ Ｂ

Ｂ

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 Ｂ Ｂ

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 Ｂ Ｂ

Ｂ

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。 Ｂ Ｂ

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。 Ｂ Ｂ

Ｂ

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 Ｂ Ｂ

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 Ｂ Ｂ

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 Ｂ Ｂ

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 Ｂ

仕様書等に従い、施設や設備の保守管理を行っている。 Ｂ Ｂ

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 Ｂ Ｂ

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 Ｂ Ｂ

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

総　括 ［業務の実施体制」に関する評価　【標準18項目/本施設18項目】 Ｂ Ｂ

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、使用日、使用時間等を遵守している。 Ｂ Ｂ

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 Ｂ Ｂ

利用者対応

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。 Ｂ Ｂ

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 Ｂ Ｂ

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。 Ｂ

事業運営

事業計画に即し、必須事業を実施している。

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 Ｂ Ｂ

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 Ｂ Ｂ

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。 Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 Ｂ Ｂ

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 Ｂ Ｂ

市、体育協会、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 Ａ Ａ

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。 Ｃ Ｃ

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。 Ｂ Ｂ

外部委託業者に対して協定書等を遵守しているか。 Ｂ Ｂ

法令遵守等 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。 Ｂ Ｂ

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守しているか。 Ｂ Ｂ

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。 Ｂ Ｂ

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。 Ｂ Ｂ

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。 Ｂ Ｂ

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされているか。 Ｂ Ｂ

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 Ｂ Ｂ

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ＢＢ前年評価

新型コロナウイルス感染症により、施設の利用休止や自主的な利用自粛（自主事業等）により、施
設利用者数や自主事業収入が減少する結果となった。
反面、市内学校利用不可により元禄スポーツセンター、みなとひろばの利用が一時的に増加し、コ
ロナ禍ならではの利用となった。
また緊急事態宣言発令中には県内外問わず、これまで利用のなかった団体等からの利用問い合
わせがあり（結果的には利用せず）、施設認知度が向上する結果となり、今後の施設利用状況に変
化が出てくる様相となった。
施設が開設し７年が経過したことにより、高木の剪定業務や（令和3年3月～4月にかけて実施）、施
設の劣化（海浜スポーツセンター人工芝グラウンド防球ネット、照明切れ等）も顕著になってきてお
り、来年度は備品も含めた施設修繕及び改修がこれまで以上に発生する見込みであり、利用者へ
の安全確保や利便性の向上等を念頭に置き、計画的に作業実施を計画する。

　全体を通して協定書を遵守し、指定管理者として円滑な管理運営に努められている。
　今年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、営業時間の短縮や
予約のキャンセル、またイベントの開催中止を余儀なくされたが、年間の利用状況は回復
傾向にあり、指定管理者の運営努力によるものと評価できる。
　施設の維持管理については、定期点検等により適切な管理が行われているが、経年劣
化にかかる修繕等は、利用者の安全を最優先に計画的な対応を実施されたい。

【所管評価】

【自己評価】

所見
（成果、課題等）

良好

要改善

優良、要改善以外の評価

評価基準にCが1割以上含まれる。

自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

優良、要改善以外の評価

自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

自己評価・所管評価 基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

評価基準項目が全てB以上であり、かつAが過半数である。

優良

良好

要改善

優良総　　　　括

総合評価

良好

要改善

優良

総合評価


